
毎月１回末日発行／令和７年６月30日発行／ ２０25年７月号通巻631号

青歯会報
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2 0 2 5 　８０２０健康社会とは、県民の皆様が生涯にわたり自分の力でものを食
べ、楽しく会話ができ、健康で質の高い生活を送ることのできる社会です。
　８０２０健康社会実現のため、私たち青森県歯科医師会会員は、地域の
『かかりつけ歯科医』として歯科医療、歯科口腔保健活動を通じて県民の
皆様の生活を支援していくことを宣言いたします。



月 日 曜 行　　　　　　　　　　事

７　
　

月

5 土

学術委員会　14：00
地域保健委員会　15：30
在宅歯科医療連携室運営協議会（委員会終了後）
障がい児者歯科支援ネットワーク定着検討委員会（同上）
歯科健診推進・定着検討委員会（同上）
青森県歯科医師会・青森県歯科医師協同組合共催学術講演会　16：00

8 火 青森県スポーツデンティストの会幹事会　19：00（Web ）

12 土

歯科保健図画・ポスター審査会　14：30
第34回県歯会員親睦剣道大会　15：00（三沢市武道館）
日大歯学部・松戸歯学部同窓会青森県支部総会　15：00（ホテル青森）
歯科保健啓発標語審査会　15：30
東北地区歯科医学会第1回運営委員会　15：30（秋田キャッスルホテル）
第36回東北地区親善囲碁大会主将会議　17：00（秋田キャッスルホテル）

13 ㊐ 第36回東北地区親善囲碁大会　8：00（秋田キャッスルホテル）

16 水
日学歯第5回理事会　13：30（日歯会館）
会報編集会議　19：30

17 木 第1回東北歯連福祉共済制度運営委員会　16：00（ホテルメトロポリタン盛岡 NEWWING）

18 金 第1回あおもり高齢者健やか力自立プラン推進協議会　14：00（新町キューブ）

19 土

臨時監査会　14：00
第1回常務理事会　14：10
第2回理事会　15：30
かかりつけ歯科医師支援 WT（理事会終了後）

21 ㊊
海の日
第50回県歯会員親睦ゴルフ大会　9：22（青森カントリー俱楽部）

24 木 青森県学校歯科保健研究大会（時間未定）

26 土 広報・情報処理委員会　16：00　　医療管理委員会　16：30

28 月 令和7年度青森県訪問看護総合支援センター第1回運営協議会　14：00（新町キューブ）

30 水 青森県感染症対策連携協議会全体会議　17：00（Web）

８　
　

月

2 土
東北歯連第1回常任理事会　15：30（ANA クラウンプラザホテル秋田 ）
北海道・東北地区第1回専務理事会議　16：30（ANA クラウンプラザホテル秋田 ）

9 土
会館休館日
県南四歯科医師会合同学術講演会　15：30（八戸パークホテル）

11 ㊊ 山の日

13 水 県歯休館日

20 水 日学歯第6回理事会　13：30（Web）

23 土
第2回常務理事会　14：00
第3回理事会　15：30
先輩会員との懇談会（時間未定）

24 ㊐ 第19回県歯会員親睦テニス大会　9：30（マエダアリーナ）

30 土 青森県警察歯科協力医会第1回幹事会

31 ㊐ 令和7年度 JDAT 標準研修会　10：00（Web）

青森県歯科医師会行事予定表
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　かつて果樹不毛の地と言われていた
下北半島ですが、恐山山地がヤマセや
霧から守ってくれるなど、ブドウの栽
培に環境が適している事から、釜臥山
の裾野ではブドウ栽培が行われていま
す。
　このブドウから作られる美味しいワ
インも魅力的ですが、ここから見える
ブドウ畑の風景もオススメです。
　むつ下北歯科医師会　小田川　聡子
 （写真提供：むつ市）

『ブドウ畑』

　以前から紹介している致知という古典
を学ぶ月刊誌に興味深い記事があったの
で、紹介したいと思います。民から慕わ
れた先人に共通するものという見出しで
す。約二千七百年前、古代中国は春秋戦国
時代の斉の国で、傑出した人物が宰相に登
用されました。名は管仲。その地位にある
こと四十年。弱小で混乱のなかにあった斉
を超一流国、覇権国に押し上げました。そ
の管仲が説いたのが、「与えることは、取
ることである。この原則を知ることが政治
の要諦なのだ」という言葉です。管仲の政
治の基本は、領民生活の優先でした。領民
が苦しく、貧しいうちは、租税を可能な限
り軽減する。斉の君主、桓公も領民も彼を
支持しました。「史記」を編纂した司馬遷は、
管仲を史上最も優れた政治家と絶賛し、「三
国志」で有名な諸葛孔明も、敬意を表すべ
き政治家として管仲を挙げています。両者

とも財務の精査に人一倍余念がなかったこ
とは注目に値します。一方、千六百年前の
日本。仁徳天皇は、民家のかまどから煙が
立ってないのを見て民の窮乏を察知し、こ
れを救うため三年間徴税を禁じました。三
年後、一息ついた民が納税を申し出るもさ
らに三年間徴税を控え、民が潤って後に初
めて宮殿を修復し、続いて河内平野の開発、
開拓と必要な公共工事を推進。国家財政を
立て直し、民から大いに慕われました。さ
て、現在の日本。国民の年収は三十年間変
わらず完全に世界に取り残されてしまいま
した。租税支出透明性指数という租税の使
われ方では、Ｇ7国のほとんどが十位以内
にある中、日本は百四か国中九十四位と最
下位グループです。つまり税金を何に使っ
ているかわからない国ということです。国
会の予算委員会は一体何をやつているので
しょうか。二千七百年前の管仲、千六百年
前の仁徳天皇の示した「取るためにはまず
与えよ」の精神を持ち、日本を再生、発展
させるリーダーの登場を切に願ってやみま
せん。

小林　克徳

先人に学ぶ
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５月７日　青森県医学振興会理事会

　　　　　（13:15）弘前大学医学部コミュ

ニケーションセンター

　　9日　災害時の保険医療福祉に係る多

職種意見交換会

　　　　　（13:00）アスパム

　　 〃 　令和7年度第1回大規模地震時活

動訓練に伴う第1回関係者調整

会議（15:30）アスパム

　　10日　地域保健委員会他（15:30）

　　15日　会報編集会議（19:30）

　　17日　定期監査会（14:00）

　　 〃 　第22回常務理事会（14:10）

　　 〃 　第24回理事会（15:00）

　　 〃 　選挙管理委員会（17:00）

　　 〃 　第1回郡市歯科医師会会長連絡

協議会（17:00）

　　22日　日歯第29回理事会

　　　　　（13:00）日歯会館

　　23日　第140回都道府県歯科医師会会

長会議（13:00）日歯会館

　　 〃 　青森県介護支援専門員協会理事

会（16:00）新町キューブ

　　 〃 　第2回東北地方社会保険医療協

議会青森部会

　　　　　（16:00）東北厚生局青森事務所

　　24日　社会保険委員会（16:00）

　　 〃 　弘前歯科医師会通常総会

　　　　　（16:00）弘前歯科医師会館

　　29日　青森県学校保健会理事・代議員

合同会議（15:00）青森県庁

　　30日　高雄市牙醫師公會来青

　　　　　（～ 6/1）

　　31日　青森市歯科医師会通常総会

　　　　　（16；00）県歯会館

令和5年・6年度第24回理事会
と　き　令和7年5月17日（土）15時3分
ところ　青森県歯科医師会館3階大ホール

１．開会の辞
◦工藤副会長
２．会長挨拶
◦福士会長
　　皆さん、こんにちは。会館です
が3階はクーラーが効きませんの
で、クールビズですから暑かった
ら上着を脱いで下さい。
　　今日は一日宜しくお願い致しま
す。
３．議事録署名人の選任
　◦村上副会長
　◦佐藤理事
４．協　　議
⑴　新入会員の入会申請について
　①　板垣　祐介　Ａ会員　青森市歯科医師会
　　　　　　　　　令和7年5月1日付　　
　　　協議の結果、異議無く承認された
⑵　各種会合出席者について
　①　青森市歯科医師会通常総会（5/31）
　　　協議の結果、工藤副会長が出席することが決定さ
れた

⑶　各種後援・周知等依頼　
　①　あおもりまるごと健康チャレンジ2025（後援）
　　　協議の結果、名義後援をすることが承認された
　②　東奥日報「短命県返上企画広告」
　　　協議の結果、参加しないことが承認された
⑷　第156回定時代議員会について
　①　令和6年度収支決算について　
　　　協議の結果、資料の通り上程することが承認され
た

　②　常任委員会委員の委嘱について

福士会長
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　　　協議の結果、各地区から揃い改めて協議
することとした

　③　顕彰審議会委員の推薦について
　　　協議の結果、資料の通り上程することが
承認された

　④　報酬・給与等審議会委員の委嘱について
　　　協議の結果、資料の通り上程することが
承認された

　⑤　定款・規則等審議会委員の委嘱について
　　　協議の結果、資料の通り上程することが
承認された

⑸　第1回郡市歯科医師会会長連絡協議会につ
いて　
　　協議の結果、資料の通り進行することが承
認された
⑹　助成金・交付金について　
　①　郡市歯科医師会事業助成金及び事業推進
助成金　

　　　協議の結果、資料の通り交付することが
承認された

　②　県南四歯科医師会合同学術講演会
　　　協議の結果、交付することが承認された
⑺　日本歯科医師会雑誌のオンライン化に関
する意見について　
　　協議の結果、日本歯科医師会雑誌の発送
を希望する会員を除いて、オンライン化に賛
同することが決定された。また、第1回郡市
歯科医師会会長連絡協議会において各郡市の
意見を聞いてみることにした。
⑻　青森市公式ホームページバナー広告につい
て
　　協議の結果、広告を出さないことが決定さ
れた　
⑼　日本スポーツ協会公認スポーツデンティス
ト養成講習会　
　　協議の結果、（むつ下北）粟佐　祥一先生
と（むつ下北）髙瀨　厚太郎先生を推薦する
ことが承認された
⑽　青森県介護支援専門員協会役員について　
　　協議の結果、村上副会長を推薦することが
承認された　
⑾　高雄市牙醫師公會来青について
　　協議の結果、資料の通り承認された
⑿　職員の勤務評定について　
　　協議の結果、資料の通り実施することが承
認された
⒀　その他　　
５．定例報告
⑴　常任委員会等報告　　
≪地域保健委員会≫
◦清藤理事

　　5月10日、地域保健委
員会を開催した。報告は
資料の通りであるが、弘
前歯科医師会から5歳児
健診についての歯科の取
り組みの報告があった。
先のデンタルミーティン
グで比嘉　奈津美先生も5歳児健診に歯科を
取り入れられないかというお話をされてい
た。弘前では今、5歳児健診に歯科健診を導
入するため行政とディスカッションを行って
いる。5歳児健診というのは普通の歯科健診
と違い発達面の評価、発達障害のスクリーニ
ングを目的としている健診で、国では令和10
年度までに全国の自治体で5歳児健診を取り
入れることを進めている。今後そこに歯科が
入っていけるかどうか。入っていくには色々
難しいことがあるが弘前では、もし歯科が取
り入れられていけば青森県で画期的な取り組
みになるのではないかという強い気持ちであ
るので見守っていきたい。
　　次に協議について。歯科衛生功労者表彰に
ついてだが、昨年度は推薦が無かったが、今
年度ありましたら9月30日までにお願いした
いということ。表彰日時だが、学校歯科委員
会で11月2日、日曜日に学校歯科関係の表彰
式を行うとのことで、推薦があればそちらで
表彰したいと考えている。また、令和5年度
版の市町村別う歯有病状況調査。こちらは6
月末会報と同封で発行予定である。最新のデ
ータとして1歳半が全国でワースト6。3歳児
が全国ワースト1というのが現在の最新デー
タである。もう一つ、大間町のフッ化物塗布
事業が令和7年度で事業実施10年となる。10
年ということで総括をしていくが、どういう
形にするかは今後検討していく。
◦赤穂理事
　　委員会終了後、在宅歯
科医療連携室運営協議会
を開催した。トピックと
しては、この委員会は外
部委員を入れ年1回の会
議をするが、訪問看護ス
テーションの連絡協議会からも推薦を頂くこ
とにしたい。訪問看護師が口腔内診査をして
歯科を紹介するというものが点数化されたこ
とにより、この協議会の委員を入れ、診査基
準がバラバラにならないようにここにお呼び
し、研修会なりの提案が出来たら良いと考え
ている。令和9年より特定施設の口腔内診査、
年2回の歯科医師の助言指導が義務化される

清藤理事

赤穂理事
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予定である。そのため、どのくらいのニーズ
が青森県にあるか事前に把握しておきたいの
でこのアンケートを本年度に行いたいと思っ
ている。
　　同日委員会終了後、障がい児者歯科支援ネ
ットワーク定着検討委員会を開催した。詳細
は資料の通り。トピックスとして、会長のご
尽力があり週3回の診療が出来るようになっ
た。県病も合わせて障がい者の受け皿がとて
も大きくなったといえると思う。
◦清藤理事
　　同日委員会終了後、歯科健診推進・定着検
討委員会を開催した。詳細は資料の通り。チ
ーム糖尿病と歯周病のところでマニュアルが
完成した。このマニュアルの完成には伊藤常
務理事をはじめ学術委員会の皆さんに多大な
るご協力を頂いた。粟佐委員長また小委員の
皆様にこの場を借りて御礼申し上げる。
≪広報・情報処理委員会≫
◦木村理事
　　5月15日、会報編集会
議を開催した。
　　歯と口の健康週間TV
パブリシティ実施枠状況
について。これは毎年行
われているものであり、
資料にある通り民放三社において放送する予
定である。
　　あと技術的なトラブルで一部資料がホー
ムページに掲載することが出来なくなってい
た。特に社会保険委員の先生方には大変ご迷
惑をお掛けした。こちらは解決しているので、
一応全部の資料が問題なくホームページに上
げられるようになっている。もし今後共そう
いった案件があれば直ぐ相談を頂きたい。
≪かかりつけ歯科医師支援ワーキングチーム≫
◦工藤副会長
　　4月19日理事会終了後、
　かかりつけ歯科医師支援
ワーキングチームを開催
した。
　　今年度の災害時歯科保
　健医療伝達講習会につい
ては、行政向けは赤穂理事と山口課長にお願
いした。会員向けというよりは各郡市会長、
副会長、専務理事がコーディネーターになっ
て頂くべき人なので、私が講師として行う。
　　次に6年度の補正予算について。機材購入
について協議を行った。当初案が通らなかっ
た場合の第二の案も入れ三本立てで臨むこと
になった。

⑵　日歯・日学歯等関係　　
　①　日歯第28回理事会
　　 （4/24　13時～　於日歯会館）
　◦出席者　福士会長
　　　4月24日、木曜日、13時から開催された。
議題は資料の通り。皆さんにお伝えする一
番大きなところとしては議題の第6号と第
7号、「新会員管理等システムの開発に関わ
るコンサルティング契約について」。会員
管理システムを新しく作るそうで、約5億
円掛かる。今現在、来週の理事会で決定す
ることになると思う。あと、これに組み込
むと遅れてしまうので、学術は新しいシス
テムがもう決定しており、別口で始動して
いる。将来はこれにくっ付けたいというこ
とであった。

⑶　その他関係団体会議報告　　
　①　第1回東北地方社会保険医療協議会青森
部会

　　 （4/22　16時～ 16時30分　於東北厚生局
青森事務所）

　◦出席者　山内理事
　　　4月22日に開催され
た。保険医療機関の指
定について新規は歯科
は2件。更新において
歯科は6件承認されて
いる。

　②　令和7年度青森医学振興会理事会
　　 （5/7　13時15分～　於弘前大学医学部コ
ミュニケーションセンター会議室）

　◦出席者　福士会長
　　　5月7日、13時15分から弘前大学医学部
コミュニケーションセンター会議室で行わ
れた。幽霊会員みたいな方がいるので、理
事会で未収扱いで損金の精算をすることに
なった。

　③　災害時の保健医療福祉に係る多職種意見
交換会及び大規模地震時医療活動訓練に伴
う第1回関係者調整会議

　　 （5/9　13時～　於アスパム）
　◦工藤副会長
　　　災害時の保健医療福祉に係る多職種意見
交換会が5月9日、13時からアスパムで行
われた。詳細は資料の通り。夫々の自己紹
介ということで我々歯科医師会も活動につ
いて報告した。

　　　同日、15時半から令和7年度大規模地震
時医療活動訓練に伴う第1回関係者調整会
議が行われた。私と山口課長が出席した。
詳細は資料の通り。具体的な進め方が全く

工藤副会長

山内理事

木村理事
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決まっていない。2回目の会議はあるが日
時は決まっていない。歯科関係は9月6日
の9時から行われるということだけは聞い
た。どのようなことをするかというと日本
海溝・千島海溝付近で地震があった場合と
いうことで、北海道、青森県、岩手県、宮
城県での合同訓練である。訓練概要につ
いては資料に記載の通りであるが1番から
5番まである。その中で我々歯科医師会が
参加するのは1番の「保健医療福祉調整本
部設置・運営訓練」。訓練参加予定者の中
に青森県歯科医師会が入っている。訓練場
所は県庁と保健所等。括弧の中に上北保健
所が書かれているが、この日は会長、副会
長、専務理事は東北歯連の会議に出ている
ので、私が県庁に行くことで良いと思うが、
もう一つの会場である上北保健所に県歯の
理事が行けば良いのか。或いは実際県南地
区で地震があった場合の対応ということか
ら、上十三或いは八戸の会長に来て頂く方
が良いのかというのがまだ全く掴めていな
い。6月の会議で大体の状況を把握し、何
方か出て頂くことになると思う。

　　　これとは別に災害医療のコーディネータ
ーの育成が急務になっている。毎年11月か
12月にアスパムで行われているコーディ
ネート研修が今年は6月14日、15日にアス
パムで開催される。これに参加すると非常
に勉強になる。土曜日の午後からと日曜日
は朝から15時まで掛かるが、コーディネー
ト研修をみっちりやる。これは急に案内が
来たので会員向けには出したが、30何名し
か出られないので、早目に申し込まなけれ
ばいけない。出来れば理事の方々でもお願
いしたいと思うので、この後ちょっと一本
釣りしたい。

　　　それから日歯が行う研修会も今回Zoom
で行うので、是非これにも参加して頂きた
い。昨年は山口課長に出て頂いたが、やは
り理事者に出て頂きワーキングチームに入
っていなくてもコーディネーターになる人
は多い方が良いので、是非ともこれも一本
釣りしたい。

⑷　経理状況報告　　
◦小林常務理事
　　青森県歯科医師会残高
試算表（4月分）、事業別
残高試算表（実施事業等
会計、その他会計、法人
会計）について資料に基
づき報告

⑸　監査報告　　
◦樋口監事
　　一般会計及び特別会計
等の令和6年4月1日から
令和7年3月31日までの
事業実施状況並びに経理
状況について精査すると
共に執行部の説明を求め
監査を行った。監査所見としては、事業実施
状況及びそれに伴う経理状況は適切に処理さ
れている旨報告された。
⑹　会員異動報告　
◦柏崎専務理事
　　Ａ会員390名、Ｂ会員22名、終身会員93名、
合計505名。診療所数は418（4月末現在）
６．令和7年５月～令和8年3月行事予定につい
て

７．その他　　
　①　災害関係予算について
　◦赤穂理事より要望があった
　②　被災地における口腔ケアの運動について
　◦赤穂理事より提案があった
８．閉会の辞　　
◦村上副会長

小林常務理事

樋口監事
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１．開　会　
◦工藤副会長
２．会長あいさつ　
◦福士会長
　　皆さん、お集まり頂きまして大変有難うご
ざいます。本日は6月に行われます第156回
定時代議員会の議案について会長先生への説
明ということでお集まり頂きました。
　　また、今工事中でございましてエアコンが
効かない状態です。クールビズになっており
ますので、皆さん暑かったら上着を脱いでネ
クタイも外して頂いて結構ですのでどうぞ宜
しくお願い致します。
３．出席者紹介　
◦柏崎専務理事
４．報　告
　⑴　庶務報告　
　⑵　経理報告　
　⑶　会員数報告　
　⑷　監査報告　
　⑸　日歯・日学歯関係　
　⑹　その他　
５．協　議
　⑴　第156回定時代議員会について
　　①　第156回定時代議員会次第（案）につ

いて　
　　②　令和6年度収支決算（案）について　
　　③　什器備品の処分について　
　　④　運営細則による令和7年度会費及び負

担金の免除について
　　⑤　常任委員会委員について　
　　⑥　顕彰審議会委員について　
　　⑦　報酬・給与等審議会委員について　
　　⑧　定款・規則等審議会委員について　
　⑵　その他　
　　　什器備品の処分について
　　◦高谷会長より質問があった
６．その他　
　　フッ化物洗口研修会について
　　◦赤穂会長より報告があった
　　歯科衛生士について
　　◦髙瀨会長、津島会長より質問があった
　　青森国スポについて
　　◦工藤副会長より報告とお願いがあった
　　災害関係について
　　◦工藤副会長より報告とお願いがあった
　　日歯雑誌について
　　・協議の結果、「発送を希望する会員を除

いてオンライン化に賛同」と回答とする
ことが決定された

　　青歯会報の紙媒体について
　　◦堀部会長より質問があった
　　災害時の通信手段について
　　◦高谷会長より要望があった
　　災害訓練について
　　◦大友会長より質問があった
７．閉　会　
◦村上副会長

令和7年度第1回郡市歯科医師会会長連絡協議会
と　き　令和7年5月17日（土）17時
ところ　青森県歯科医師会館 3階大ホール
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歯科医師国保の現況（令和７年５月）
○被保険者数
内　　　訳 増　　減 人　数

組 

合 

員

１　種 0 3 376
２　種 3 1 67
３　種 17 11 569
小　計 20 15 1,012

家
　
　
族

１　種 1 7 519
２　種 0 0 28
３　種 3 1 86
小　計 4 8 633

合　　　計 24 23 1,645

○後期高齢者組合員数
内　　　訳 増　　減 人　数

後期高齢者組合員 1 0 47

○賦課額（保険料）
賦　課　額（保険料）

本 月 分

基 礎 賦 課 額 所得割 6,548,377
均等割 16,086,800

介 護 納 付 金 賦 課 額 所得割 1,065,436
均等割 2,790,900

後期高齢者支援金等賦課額 所得割 2,587,958
均等割 6,205,600

後期高齢者
賦 課 額 215,000
基礎賦課額所得割 344,935
後期支援金所得割 142,997

本　月　分　計 35,988,003
累　　計 73,306,448

全国歯科医師国民健康保険組合　青森県支部

（人）
（円）

（人）

会 員 異 動 状 況 （令和7年5月31日現在）

地区別 会員数
会 員 種 別

診療所数 入 会 退 会 管内異動
種 別 の 変 更 加　入　者　数

A B 終身 Ａ〜ＢＢ〜ＡＡ・B〜終 日歯福共 日歯年金 みちのく
共済 協同組合 日学歯

青 森 市 144 100 10 34 110 1 1 125 50 123 91 45
弘 前 90 71 3 16 71 1 74 31 77 63 16
八 戸 96 71 2 23 79 88 29 86 76 41
南 黒 31 28 1 2 29 28 8 27 25 6
北 五 34 28 1 5 31 33 11 34 28 14
西つがる 14 12 2 0 12 10 7 13 9 13
むつ下北 17 12 0 5 15 16 5 16 14 12
上 十 三 60 53 3 4 54 55 26 52 47 50
三 戸 郡 21 16 1 4 17 19 9 18 12 11
計 507 391 23 93 418 2 1 448 176 446 365 208

備 考

（入会者）
5/1  板垣　祐介（青森 A 入会）
5/1  齋藤　道太（弘前 A 入会）

（退会者） （種別変更）
5/1  板垣　正樹（Ａ→Ｂ）

（その他）

○医療給付分（令和７年1月診療）

医 療 費 件　　　数 1,742
保険者負担 26,475,734 （円）

（件）
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日時：令和7年5月10日（土）15時30分〜
場所：青森県歯科医師会館2Ｆ会議室Ａ

地域保健委員会

1．開　会
2．挨　拶
◦福士会長
　　みなさんお集まりいただきありがとうござ
います。2年間みなさんには大変きついお仕
事を担当していただき大変ありがとうござい
ました。おかげさまで何の問題もなく回して
いただき感謝しております。次期も会長予備
選挙には当選しましたが6月の代議員会で承
認を得ないと会長にはなりません。確定では
ありませんが、次もやる予定ですので引き続
きご協力よろしくお願いいたします。
3．報　告
⑴　令和7年度事業計画及び予算について
・資料のとおり代議員会で決定された。
⑵　歯と口の健康週間について
・6月4日（水）東奥日報に新聞広告が掲載される。
・掲載前に新聞広告をFC1会議室で確認をする。
・今年度より歯と口の健康週間ポスターデータ
が日本歯磨工業会ホームページよりダウンロ
ードできるようになった。利用の際は利用規
約を守って使用願う。
⑶　噛むカムチェックガムについて
・8020推進財団「噛むカムチェックガム」の
在庫が県歯にある。
・イベントで使用する地区は事務局まで連絡を。
また実施方法等についても事務局まで。
⑷　事業所歯科健診について
・今年度は青森銀行、みちのく銀行が統合し、
青森みちのく銀行健康保険組合との契約にな
ったため事業所数が5つになった。全体の人
数に変更はない。
・警察共済組合、公立学校共済組合と契約をす
れば全ての事業所の健診が6/1スタートする。
・実施方法等は昨年同様。
・今年度、協会けんぽ受診者へ配布する受診勧
奨のチラシを作成した。
【意見】
・協会けんぽのアンケートについて、現在歯科

医院で記載してもらっているが、本音を書き
づらいのではないかと感じている。実施方法
について検討をお願いしたい。
⑸　その他
・事業所歯科健診料金について地区で協議をし
たところ、そもそもマイナスになる事業を実
施すべきでないという意見であった。
・弘前市では5歳児健診に歯科健診を導入実施
するため行政とディスカッションを行ってい
る。5歳児健診と歯科健診、発達障害と歯科
の関連を明らかにしていけば障害児の幼少期
からの歯科受診がスムーズになるのではとい
う考えから、昨年講演を依頼してつながりが
出来た、発達障害等のスペシャリストである
弘前大学大学院　斉藤　まなぶ教授と話をし、
奮闘しているところである。昨年度の5歳児
健診の際、歯科についてのアンケートを行い
結果について斉藤教授と意見交換している段
階。国から令和10年度までに全国の自治体で
5歳児健診を取り入れることになっており、5
歳児健診に歯科が取り入れられていけば青森
県で画期的な取り組みになるのではないかと
考えている。行政が絡む問題であり、簡単に
は進まないのは承知の上ではあるが、3歳児
歯科健診の後は就学時歯科健診まで空いてし
まうので、空いた3年が大事になってくると
考えている。5歳児健診に歯科健診を取り入
れることで、歯科受診率の向上や障害を持っ
ている子の歯科受診が慣習化するきかっけに
なるのではないか。
→日本歯科医師会でも国に5歳児健診に歯科健
診を取り入れるよう申し入れをしているが、
5歳児健診は発達障害を早く見つけ、就学時
前から対策するという目的である。できれば
弘前市で頑張っていただき全国に広げていけ
ばよいと考える。
→3月の日歯地域保健担当理事連絡協議会でも
5歳児健診について報告があった。すでに進
められている群馬と千代田区の例を挙げて、
歯科医師、歯科衛生士を出して欲しい等、要
望を出していた。5歳児健診ついてラジオか
ら聞こえて来て、東奥日報にも大きな記事に
なっていた。そこで歯科はどうしていくのか。
5歳児健診の意味が普通の1歳半、3歳児健診
のように義務でないのは発達面を評価し、発
達障害がみつかればフォローアップするとい
う目的だからだろう。歯科のフォローアップ
はどこにするのかと考えた。ほかの地区でも
問い合わせがあるかもしれない。県歯も一緒
に検討していければよいのかもしれない。
→保育園、こども園（こども家庭庁管轄）では
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年2回の歯科健診が実施されている。健診年2
回というしばりがあるのではないのか？5歳
児とこだわっているがすでに幼稚園・保育園・
こども園では歯科健診は実施されている。健
診の意味が違うのはわかるが、それを活かし
ていけないものか。
→発達障害などをみるにあたり専門性が必要
とのことで医科でも問題になっているようだ。
フォローアップの仕方について医療、自治体
での構築もなかなかされていないということ
のようだ。
→5歳児健診は発育状況をみることが目的で、
従来の健診とは意味合いが異なる。5歳児健
診で発育に問題がある、疑いがある子に関し
ては学童期になった時の健常の方と口腔内の
有病者の有意差がでることが明らかである。
早期発見、早期療育が目的であるが、年齢と
ともに有病率が上がることがわかっているの
で早めに拾い上げ、正しい指導などを導入さ
せたい。歯科健診をすることで将来的な口腔
内の疾患をなるべく抑制したり、保護者へ指
導したいと考える。国としては早く治療をす
るというよりはケアしていく臨床心理士であ
ったり、周りのコメディカルを育成するため
の予算が取られているのが現状。歯科のスク
リーニングもそうだが歯科衛生士などにも行
政に予算を割いて欲しいともくろんでいると
ころもある。5歳児健診は全てやるわけでは
なく、まずはアンケートを取り、二次審査に
進んだ方が実際に診察等を受けることになる。
4．協　議
⑴　令和7年度青森県共催・委託事業について
・今年度は大きな事業の変更がないことから、
担当理事・副会長が行う事前の県庁との打ち
合わせも書面で行われたため、委員会で対面
の説明も行わないことにした。
○青森県委託事業について
・事業は例年どおりである。
・地域保健委員会で担当する委託事業は従来ど
おりの3つ。
　在宅歯科医療連携室整備事業、障がい児者歯
科保健支援体制強化事業
　成人歯科健診充実強化事業
○青森県共催事業について
・歯科保健指導者研修会について、昨年は介護
職員向け研修会を県歯会館で行ったが、今年
度は県庁が単独で障がい児者歯科保健医療支
援体制強化事業ということで主にあすなろの
歯科衛生士の研修を行う予定とのこと。講師
の選定派遣等について協力依頼があるかもし
れない。

・今後のよい歯のシニアコンテストについて昨
年同様に、県に推薦された方は一律青森県歯
科医師会会長表彰とし、県審査会および表彰
式は行わないこととなっている。
　県庁からの確認事項として、県審査会を行
わないことになり県からの表彰が無くなった。
（優秀賞は県が賞状を作成）課内から後援で
もよいのではという声が上がっている。もち
ろん共催での実施でも問題はないとのこと。
→変更なく共催を希望する。
○歯科衛生功労者表彰について（県歯事業）
・県歯単独事業である。推薦は2枠あるため地
区で該当者がいれば推薦をお願いする。
　締め切りは9月30日（火）。11月2日（日）の
学校歯科関係表彰式で表彰する。
○認知症対応力向上研修について
・高齢福祉課から委託予定である。
・昨年度カリキュラムが変更になったので今年
度は同じカリキュラムで実施される。
・前回委員会では、地区講演会での開催、オン
デマンドと対面を合わせた方法等案があり、
7/5委員会に地区開催について報告してもら
うことになっていた。講演会であるため学術
委員会にも照会をかけたい。県との委託契約
はどのような方法でも実施できる内容で契約
を進めることとした。
⑵　よい歯のシニアコンテスト健診様式につい
て
・本数の表について協議したが、「記号の説明」
部分について検討していなかったため再度検
討した結果、日歯と厚労省で標準的な健診様
式が示され、現在事業所健診票も同内容とな
っているため、それに準ずることにし統一す
ることとした。
⑶　令和5年度版市町村別う歯有病状況調査に
ついて（6月末発行予定）
・最新版が完成した。今年度からは完全データ
提供となる。内容の確認をした。
・会員へは考察（昨年度はまとめ）を添えて報
告する。考察は委員長が執筆する。
・3歳児はう蝕罹患率、う蝕数ともワースト1位
であった。
・データ公表のスケジュール
　○5月末会報で会員へ周知。（調査データを添
付する）

　○6月1日　青森県歯科医師会ホームページ
で公開

　○市町村等いままで送付していた先へデータ
提供の通知を送付

　○6月4日　歯と口の健康週間新聞広告へ掲
載
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⑷　北海道・東北地区歯科医師会担当理事協議
会への提出議題について（11/15秋田県）
・協議題があれば8月初旬までに事務局へ。
・案）5歳児健診について
⑸　検討チーム協議について
・大間町フッ化物塗布事業について
　資料は令和6年度報告。
　大間幼稚園が閉園となり、令和7年度は大間
保育園、うみの子保育園の2園となった。
　令和7年度で事業実施10年となる。
・10年という時間的な区切りでもあり、青森県
内でフッ化物洗口が広がってきたこと、母数
が減っていくとデータの信ぴょう性が少なく
なってしまう事があり、終了はちょうどよい
区切りではないかと考える。総括については
田附先生を中心にまとめをお願いしたい。ま
た、会員研修発表会（10/25）での発表もお
願いする。
・方向性 :一区切りとしたい。今後については
担当している千代谷先生と相談の上決める。
⑹　その他
・弘前では5歳児歯科健診を入れるということ
でよいか？全国では歯科がどのような健診を
するのか内容がさだまっていない、フォロー
をどの場所でするのかなど決まっていないよ
うだ。
→　自治体によっては保健センターや個別受診
で実施しているところもある。弘前で進めて
いる理由としては、弘前市の5歳児健診は弘
前大学小児精神を扱っている斉藤　まなぶ先
生がコーディネートして二次スクリーニング
をしている。その場に歯科医師会が参入して
いくのが現実的であるとは思うが、まずは生
活の背景、特異的な生活習慣等を疫学的に洗
いだしならしていったほうが良いのではない
かという話し合いになっている。弘前市の5
歳児健診は一次検査はアンケートを中心に行
い、対象者が二次審査に進むというやり方を
している。青森県内でも多くの自治体が5歳
児健診を行っている。弘前、八戸、つがる市、
六戸町もやり始めたと聞いた。2年前から国
の補助が拡充された。国から自治体へ直接補
助が出るため交渉は県ではなく自治体と行
うことになる。医師会が絡んでいるところも
ある。弘前市は弘前大学が中心に行っている。
各自治体によりやり方は変わってくる。
→　交渉の中で、健診に歯科を入れるというの
は難しいと思うので二次審査に進んだ者に対
してその後の予防に力を入れてパンフレット
を配るとか、歯科医院で指導をするとか、保
護者に指導をする方法にもっていってもらえ

れば、障害児歯科の立場とすれば本人の将来
にとって良いのではないかと考える。そのよ
うな流れにすれば歯科も入りやすいし、行政
も認識が広がっていく。
→　二次スクリーニングの結果によっては県立
の特別支援学校に進むことが多く、むし歯の
罹患率も市でまとめられず、市でわからない
ということが起こっているため、歯科医師会
が介入することで行政とのデータを共有して
いければという考えがあり、アクションして
いるところである。
→　八戸市は医師会が中心になってやっている
と思われる。
→　国の方向性としてあと3年後には100％を
目指すとのことで、歯科も関わる必要が出て
くるため、弘前市が中心になって県内のモデ
ルを作っていってもらいたい。
→　急に予算が拡充されたため急いで進められ
ているが、しっかりリサーチをして関係性を
作ってから進めていく方がよい。
→　小学校入学前の夏頃にある話だが、保護
者としては特別支援学校ではなく地域の小学
校に通わせたいという思いがある。それより
前の5歳児の時点で認識することが出来れば、
早めに支援、療育を受けてその子の将来にと
ってよい選択ができると感じる。歯科が関わ
る以前にとてもよいことだと思っている。
5．その他
・地域保健委員会の事業および日程の確認につ
いて
　9月6日（土）に予定していた地域保健委員会
だが、フッ化物洗口研修会の都合により9月
13日（土）に変更となった。
・次回委員会の確認
　7月5日（土）15:30～　地域保健委員会（組
織会）
　在宅歯科医療連携室整備事業運営協議会
　障がい児者歯科支援ネットワーク定着検討委
員会
　成人歯科健診・推進定着検討委員会
　懇親会
　次の任期は6月28日（土）代議員会終了後と
なるが、委員会開催案内は1か月前に通知す
るため、7月5日の委員会開催案内は郡市歯科
医師会に行う。委員が交代になる地区は新委
員に日程をお知らせください。情報共有のた
め地域保健委員会会議室にもUPする。新委
員へのFC1会議室の開放は6月28日以降とな
る。
・次期のチームについて、7月5日委員会で検討
する。
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・赤穂副委員長より
　何年やっているかわからないくらい、学術を
13年、その後地域医療、地域保健をずっとや
って歯医者になってずっと学術と地域医療し
かやっていません。いろんなことをやらせて
いただいて、感謝しております。今後は三戸
地区の公衆衛生、地域医療に関して進めてい
きたい。目が届くところでやっていきたいと
思っております。仕事自体は辞めるわけでは
ないのでこれからもよろしくお願いいたしま
す。いろいろとお世話になりました。ありが
とうございました。
・清藤委員長より
　最後に委員長として皆様にお礼申し上げま
す。本当に大変な時に地域保健という多岐に
わたるボリュームの大きい仕事を、普段のご
自分のお仕事だけでも大変な中、いろんな仕
事を任せられて、そして委員長が思っている
以上のことをしていただいて、それがひいて
は会員のため、ひいては県民のためまさにそ
れが地域保健委員会のある理由だと思ってお
ります。委員会を離れる先生もおられると思
いますが、これからも地域の人のためにご活
躍していただきたいと思います。また、残ら
れる先生方はまた一緒に県歯の地域保健を引
っ張っていって欲しいと思いますので是非ご
協力をお願いいたします。私自身は皆さんと
違い、特別な能力もなければ特殊性もなくた
だ個性のみで委員長としてやってきただけで
あります。ただ、特殊なものがないからこ
そ、みなさんが集まる重要さを理解している
つもりであります。これからも地域保健委員
会、いっぱい大変なことがあると思いますけ
れども、是非力を合わせてやっていきましょ
う。それから、青森県歯科医師会の地域保健
委員会として他県から青森県はこれを頑張っ
ているな、これを学びたいと思ってもらえる
ようなことをやっていければと思います。そ
の県によって得意なもの不得手なものがある
と思います。他県ではこれが得意だと思えば
青森県はそれを学べばいいですし、お互い協
力していけばよいと思います。青森県はこう
いうことを頑張っている、進めているという
ことをこれまでも赤穂先生が中心でやってい
ただきましたけれども、次年度以降もそのよ
うにやっていければと思っておりますので皆
様、これからのご協力もよろしくお願いいた
します。それでは2年間、長い方はそれ以上
ありがとうございました。どうかこれからも
よろしくお願いいたします。それでは地域保
健委員会をこれにて終了いたします。また会

いましょう。ありがとうございました。
6．閉　会
� （清藤　浩也 記）

日時：令和7年5月24日（土）16時
場所：青森県歯科医師会館３階大ホール

社会保険委員会

１．開　会
◦波多野常務理事
２．挨　拶
◦工藤副会長
　　皆さんこんにちは。せっかくのお休みのと
ころお集まりいただきまして誠にありがとう
ございます。常日頃から会員の先生方が安心
して診療できるということが皆さんのおかげ
だと重々承知しておりますので今後ともよろ
しくお願いいたします。本日はご覧のような
報告、協議がございますのでよろしくお願い
いたします。
３．報　告
⑴　令和７年度事業計画及び予算について
◦山内委員長
　資料の内容で今年度事業を遂行する。
⑵　令和６年度小規模県歯科医師会役員懇話会
　 （2/27）開催状況について
◦波多野常務理事
　福士会長、柏崎専務理事、波多野常務理事が
出席。対面による開催。
⑶　三市歯科医師会社保担当者懇談会（2/8）
開催状況について
◦山内委員長
　盛岡市で現地参集で開催。
⑷　令和７年度個別指導について
◦波多野常務理事
　令和7年度個別指導の状況について報告。
⑸　その他
　①　猶予期間のある施設基準について
　◦久米田理事
　・外安全1、外感染1、口管強において令和7
年6月1日以降も加算を算定する場合は、再
届出が必要。経過措置の期限は令和7年5月
31日まで。

　・再届出対象かどうかの確認方法は東北厚生
局ホームページにて、各医療機関の届出状
況を確認可能。

　　算定開始日が「令和6年6月1日以降」の場
合→再届出は不要。
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　　算定開始日が「令和6年6月1日より前」の
場合→再届出が必要。

　・「外感染2」の届出をしている医療機関のう
ち、猶予期間に関する項目を白紙で提出し
ていた場合も、再提出が必要。

　②　書面掲示事項（施設基準等）の自院ホー
ムページへの掲載について

　◦久米田理事
　・令和6年度診療報酬改定により、院内で掲
示が義務付けられている事項については、
自院ホームページを保有する医療機関にお
いて、ホームページ上への掲載が義務化。
対応期限は令和7年5月31日まで。この日
までにホームページ掲載を完了する必要あ
り。

　・掲載方法については、日本歯科医師会が提
供する、要件を満たした院内掲示用資料を
使用可能。この資料を自院ホームページへ
転記することで掲載義務を満たすことがで
きる。

　・日歯の「全国の歯医者さん検索」システム
を活用する方法もあり、登録後、該当ペー
ジのURLを自院のホームページにリンク
として貼ることで、掲載義務に対応可能。

　・自院ホームページを保有していない医療機
関は今回の対象外。(ホームページを持た
ない場合は、院内掲示のみで可 )

　③　ベースアップ評価料について
　・久米田理事
　・ベースアップ評価料Ⅰのみを届出している
医療機関について

　　令和7年度分「賃金改善計画書」：令和6年
6月30日まで

　　令和6年度分「賃金改善実績報告書」：令和
6年8月31日まで

　　提出すること。ただし、令和7年3月4日以
降に届出を行い、4月から算定開始の場合
は今年度内の提出不要。

　・手続きの流れなどは厚労省「ベースアップ
評価料特設ページ」に掲載されている。ま
た、日歯メンバーズルームに解説動画あり
（計画書・報告書の作成～送付まで解説）

　④　歯科用貴金属価格の随時改定について
　◦栗橋副委員長
　　6月1日実施の随時改定について報告。
４．協　議
⑴　審査上の疑義について
　　支払基金：熊谷委員
　　国保連：清藤委員
　　請求上の注意事項について解説。

⑵　疑義事項について
　　特になし
⑶　県歯発会員通知情報の発信について
　　新たな情報発信の場として「社保専用会議
室」の設置を提案。引き続き社保委員会で検
討する。
⑷　社会保険情報ネットワーク連絡協議会
　（10/9）及び北海道・東北地区歯科医師会担
当理事協議会（11/15）の提出議題について
　　協議の結果、糖尿病患者等に関する医科か
らの文書対応についての課題を踏まえ、連携
手帳等の代替文書の取り扱いの明確化を求め
る提案を担当理事協議会に提出する。それま
でに各地区の現状を取りまとめる。
⑸　その他
　　次回委員会開催日　令和７年１０月４日（土）
　　　　　　　　　　　１６時
５．閉　会
◦山内委員長
� （山内　博 記）
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５月

青森市
弘　前

―――５月

2日　3歳児歯科健康診査
　　　於元気プラザ　㏘1時～㏘2時
9日　3歳児歯科健康診査
　　　於元気プラザ　㏘1時～㏘2時
13日　1歳6ヶ月児歯科健康診査
　　　於元気プラザ　㏘1時～㏘2時
14日　情報処理委員会
　　　於Web会議　㏘7時10分～㏘8時
15日　第2回月例会
　　　於県歯会館3F大ホール　㏘7時～㏘8時
　　　口腔内スキャナー導入＆活用セミナー
　　　～歯科医院DX化の推進～
　　　講演者：ホワイトエッセンス株式会社
　　　　　　　佐藤　佑樹　氏
16日　3歳児歯科健康診査
　　　於西部市民センター　㏘1時～㏘2時
　　　第25回理事会
　　　於県歯会館2F会議室
　　　㏘7時30分～㏘8時10分
17日　選挙管理委員会
　　　於事務所　㏘5時～㏘5時30分
19日　歯と口の健康週間合同打ち合わせ会
　　　於県歯会館2F会議室�㏘7時30分～㏘8時
20日　1歳6ヶ月児歯科健康診査
　　　於西部市民センター　㏘1時～㏘2時
　　　医療管理委員会
　　　於事務所　㏘7時30分～㏘8時15分
22日　青森市各課との合同打ち合わせ会
　　　於県歯会館2F会議室
　　　㏘7時30分～㏘8時50分
23日　3歳児歯科健康診査
　　　於元気プラザ　㏘1時～㏘2時
27日　1歳6ヶ月児歯科健康診査
　　　於元気プラザ　㏘1時～㏘2時
　　　地域医療委員会
　　　於県歯会館2F会議室
　　　㏘7時30分～㏘8時45分
31日　労働保険事務組合歯科開業医部会令和7

年度総会
　　　於ホテル青森　㏘3時30分～㏘4時
　　　一般社団法人青森市歯科医師会令和7年

７日　三役会
　　　於弘歯会館 ㏘7時30分
　　　弘前医療福祉大学教授来館・面談
　　　於弘歯会館　㏘7時30分
　　　社保小委員会
　　　於弘歯会館　㏘7時30分
　　　出席　渡邊、吉田（敏）
９日　理事会
　　　於弘歯会館　㏘7時30分
１０日　広報委員会
　　　於カフェバー aj　㏘6時
　　　出席　澤田（健）、鳴海、高地、工藤（友）、

松枝、千葉事務職員
１２日　選挙管理委員会
　　　於弘歯会館　㏘７時
   出席　菊地、大塚（知）、野村、千葉事務

職員
１４日　弘前市3歳児歯科健康診査
　　　於弘前総合保健センター　㏘0時40分
　　　担当　明本、波多野（祐）
１５日　弘前市3歳児歯科健康診査
　　　於弘前総合保健センター　㏘0時40分
　　　担当　渡辺（健）、小山
１６日　調査委員会
　　　於弘歯会館　㏘7時30分
　　　出席　田口、中畑（健）、千葉事務職員
２０日　新入会員面接（笹村　祐杜先生）
　　　於弘歯会館　㏘7時15分
　　　議長・副議長との打ち合わせ会
　　　於弘歯会館　㏘7時30分
２２日　社保小委員会
　　　於弘歯会館　㏘7時30分
　　　出席　波多野（潤）、渡邊、石岡、吉田

（敏）、千葉事務職員
２４日　第58回一般社団法人弘前歯科医師会定

時総会
　　　於弘歯会館 ㏘4時

度通常総会
　　　於ホテル青森　㏘4時～㏘5時
　　　正会員 143名中　出席者 33名
� 書面による表決 100名
　　　第1回理事会
　　　於県歯会館2F会議室�㏘5時～㏘5時15分
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５月

八　戸
２日　デーリー東北新聞社「歯と口の衛生週間」

新聞広告について　　　　
　　　於：のぶデンタルクリニック　
　　　出席：古館、奥寺、デーリー東北新聞社
　　　向山氏　　　　　　　　　
３日　八戸市休日歯科診療
　　　於：休日歯科診療所　
　　　担当：鹿内、及川
４日　八戸市休日歯科診療
　　　於：休日歯科診療所　
　　　担当：澁田、山本（隆）
５日　八戸市休日歯科診療
　　　於：休日歯科診療所　
　　　担当：白澤、山本（盛）
６日　八戸市休日歯科診療
　　　於：休日歯科診療所　
　　　担当：中里（好）、及川
７日　令和７年度第１回八戸市国保運営協議会
　　　於：八戸市庁　
　　　出席：谷地　　　　　　　
８日　「歯と口の衛生週間」打ち合わせ　　　

於：事務所　　
　　　出席 : 歯科技工士会　荒谷氏、歯科衛生

士会　木村氏
　　　岡田、古館
９日　八戸市学校保健会総会・研修会
　　　於：八戸市福祉公民館
　　　出席：岩崎、松舘（主）

   同懇親会
　　　於アートホテル弘前シティ　㏘6時
２７日　令和7年度第1回弘前市健康づくり推進

審議会
　　　於弘前総合保健センター　㏘1時30分
　　　出席　石岡
２８日　弘前市1歳6ヶ月児歯科健康診査
　　　於弘前総合保健センター　㏘0時40分
　　　担当　工藤（友）、依光
２９日　弘前市1歳6ヶ月児歯科健康診査
　　　於弘前総合保健センター　㏘0時40分
　　　担当　市村（誠）、相田（治希）

弘前歯科医師会　定時総会

　　　研修会：講師　松舘　主憲
　　　　　　　演題名「味覚について」
１０日　県歯地域保健委員会
　　　於：県歯会館　Zoom　
　　　出席：松舘（主）
　　　令和７年度成人歯科健診充実強化事業
　　　歯科健診推進・定着検討委員会の開催に

ついて
　　　於：県歯会館　Zoom　地域保健委員会

終了後
　　　出席：松舘（主）　　　　　　　　　
１１日　八戸市休日歯科診療
　　　於：休日歯科診療所　
　　　担当：鈴木
　　　日歯連盟主催　シティデンタルミーティ

ング ｉｎ弘前
　　　於：弘前歯科医師会館　　
　　　出席：柏崎、樋口、石岡
１２日　青の煌めきあおもり国スポ・障スポ八戸

市実行委員会第３回総会
　　　於：八戸プラザホテル　
　　　出席：堀部会長
１３日　３歳児健診
　　　於：八戸市総合保健センター　
　　　担当：川野、柄本
１５日　第１回地域保健委員会
　　　於：事務所　　　
１７日　令和7年度第1回郡市歯科医師会会長連絡

協議会　
　　　於：県歯会館　　　
　　　出席：堀部会長、柏崎、樋口
１８日　八戸市休日歯科診療
　　　於：休日歯科診療所　
　　　担当：鷹觜
１９日　介護認定審査会
　　　於：八戸市庁（Zoom会議併用）　
　　　出席：石岡
２０日　１歳６ヶ月児健診
　　　於：八戸市総合保健センター　
　　　出席：大下、岡田
２１日　介護認定審査会
　　　於：八戸市庁（Zoom）
　　　出席：及川　　　　　　　　　
　　　第１回学術委員会
　　　於：Zoom開催　　　
２２日　定例会
　　　於：八戸市総合保健センター
　　　新人発表：五日市　純宏　先生
　　　第一回学校歯科委員会　
　　　於：八戸市総合保健センター
　　　定例会終了後
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南　黒
9日　令和7年度第1回平川市地域ケア推進会議
　　　於平川市役所　㏘1時30分～㏘3時
　　　佐藤（敏）
10日　地域保険委員会
　　　於県歯会館　㏘3時30分
　　　山形
11日　日歯連盟デンタルミーティング
　　　於弘前歯科医師会館
　　　㏂10時～㏂11時30分
　　　佐藤（敏）、成田、工藤（祥）、佐藤（淳）、

清藤（浩）、中村、山形
16日　5月理事会＆月例会
　　　於スポカルイン黒石　㏘7時30分
　　　1. 会長あいさつ
　　　2. 協議＆報告事項
　　　①各種委員会報告
　　　②社保からの注意事項
　　　③各種役員について
　　　3. その他
　　　佐藤（敏）、成田、村澤、阿保（雅）、工

藤（祥）、斎藤、佐藤（晃）、杉田、清
藤（浩）、清藤（洋）、中村、野尻、野呂、
平井、山形

17日　第1回郡市会長連絡協議会
　　　於県歯会館　㏘5時
　　　佐藤（敏）
21日　国スポ総会

　　　第1回医療管理委員会　
　　　於：八戸市総合保健センター　定例会終

了後
　　　第1回社保委員会
　　　於：八戸市総合保健センター　定例会終

了後
　　　第１回広報情報処理委員会　
　　　於：八戸市総合保健センター　定例会終

了後　　　　　　　　　
　　　第１回総合保健センター委員会
　　　於：八戸市総合保健センター　定例会終

了後　　　　　
２３日　三師会ゴルフ大会打ち合わせ会　　　　

於：ミライザカ
　　　出席：
　　　医師会　入江先生、中林先生、藤井先生
　　　薬剤師会　千葉先生、大西先生、小平先
　　　　　　　　生
　　　歯科医師会　遠藤、中里（守）
２４日　県歯社会保険委員会
　　　於：県歯会館　　　　　
　　　出席：栗橋　　　　　　　　　　
２５日　八戸市休日歯科診療
　　　於：休日歯科診療所　
　　　担当：髙橋（桂）
２７日　３歳児健診
　　　於：八戸市総合保健センター　
　　　担当：新井田、青木
３０日　2025年⻘森県⻭科医師会・高雄市牙醫師

公會との姉妹会交流会
　　　歓迎会
　　　於：萬鱗　　
　　　出席：高雄市牙醫師公會
　　　堀部会長含め２７名
　　　二次会　　　　　　　　　　　　　　　
　　　出席：高雄市牙醫師公會
　　　堀部会長含め１７名
３１日　公式会議
　　　於：八戸プラザホテル　
　　　出席：高雄市牙醫師公會
　　　堀部会長、柏崎、樋口、石岡
　　　学術講演会
　　　於：八戸プラザホテル　
　　　出席：高雄市牙醫師公會：18名
　　　堀部会長以下１２名
　　　往診見学　学術講演会終了後
　　　公式交流会
　　　於：八戸プラザホテル　　
　　　出席：高雄市牙醫師公會：18名
　　　堀部会長以下２４名
　　　二次会　　　　　　　　　　　　　　　

　　　出席：高雄市牙醫師公會：18名
　　　堀部会長以下１５名　　　
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北　五
1日　北五学校保健会総会
　　　於五所川原市中央公民館　㏘3時
　　　出席者：津島、久米田（譲）、成田
　　　学校保健功労者表彰　成田　保之先生
10日　県歯地域保健委員会
　　　於県歯会館　㏘3時30分
　　　出席者：工藤、高満、田附（仁）
11日　デンタルミーティング
　　　於弘歯会館　㏂10時
　　　出席者：工藤、小林（克）、木村、久米

田（俊）、津島、中田、平山、久米田（譲）
　　　津島歯科スタッフ、小林歯科スタッフ
15日　西北五三師会第1回理事会
　　　於五所川原市民学習情報センター�㏘7時
　　　出席者：中田、平山、久米田（譲）、田附（仁）
　　　青歯会報編集会議
　　　於県歯会館　㏘7時30分
　　　出席者：木村、古川（Zoom）
17日　県歯第22回常務理事会
　　　於県歯会館　㏘2時10分
　　　出席者：工藤、小林（克）
　　　県歯第24回理事会
　　　於県歯会館　㏘3時
　　　出席者：工藤、小林（克）、木村、久米
　　　田（俊）
　　　第1回郡市歯科医師会会長連絡協議会
　　　於県歯会館　㏘5時
　　　出席者：津島、工藤、小林（克）、木村、

久米田（俊）
23日　西北五医師会総会
　　　於プラザマリュウ五所川原　㏘7時
　　　出席者：津島
24日　県歯社保小委員会
　　　於県歯会館　㏘3時
　　　出席者：久米田（俊）
　　　県歯社会保険委員会
　　　於県歯会館　㏘4時
　　　出席者：工藤、久米田（俊）、小林（寛）
28日　青森県薬剤師会西北五支部定時総会

　　　於スポカルイン黒石　㏘2時30分
　　　清藤（洋）
24日　社会保険委員会
　　　於県歯会館　㏘4時
　　　佐藤（晃）
29日　社保、地域医療合同委員会
　　　於なかさん　㏘7時30分～㏘9時30分
　　　佐藤（敏）、成田、村澤、佐藤（晃）、清

藤（浩）、野呂、平井、山形

　　　於プラザマリュウ五所川原　㏘7時
　　　出席者：津島
30日　社会保険委員会
　　　於五所川原市民学習情報センター
　　　㏘7時30分
　　　出席者：武田、津島、中嶋（庸）、田附
　　　（仁）、中田、小林（寛）、川村、飛嶋（大）
　　　医療管理委員会
　　　於五所川原市民学習情報センター�㏘8時
　　　出席者：小林（寛）、津島、中嶋（庸）、

田附（仁）、中田、久米田（譲）、佐藤（任）、
黒部、武田、川村、飛嶋（大）

31日　青森県歯科医師会・高雄市牙醫師公會と
の姉妹会交流会

　　　於八戸プラザホテル　㏘2時
　　　出席者 : 小林（克）、木村、久米田（俊）、

中田、津島　

西つがる
1日　木造高校健診
　　　㏂8時45分
　　　葛西
2日　弘前市個別デンタルミーティング（比嘉

なつみ先生、石岡会長）
　　　㏂9時～㏘3時30分
　　　福士（賢）
7日　青森県医学振興会理事会
　　　於弘前大学医学部　㏘1時15分
　　　福士（賢）
8日　青森県支払基金審査運営委員会
　　　㏘3時　Web会議
　　　福士（賢）
10日　県歯地域保健委員会
　　　於県歯会館　㏘3時30分
　　　福士（賢）
11日　弘前シティデンタルミーティング
　　　於弘前歯科医師会館　㏂10時
　　　福士（賢）、葛西
15日　稲垣小学校健診
　　　㏂9時
　　　福士、平田、葛西
　　　法務省、厚生労働省との打ち合わせ（離

婚後の共同親権について）
　　　於日歯会館　㏂9時50分
　　　福士（賢）
16日　穂波小学校健診
　　　㏂9時
　　　福士（賢）、川村
17日　県歯監査会
　　　於県歯会館　㏘2時
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　　　福士（賢）
　　　県歯第22回常務理事会
　　　於県歯会館　㏘2時10分
　　　福士（賢）
　　　県歯第24回理事会
　　　於県歯会館　㏘3時
　　　福士（賢）
　　　第1回郡市歯科医師会会長連絡協議会
　　　於県歯会館　㏘5時
　　　大戸、福士（賢）
19日　森田小学校健診
　　　㏂9時
　　　下屋
20日　弘前医療福祉大学短期大学部口腔衛生

学科講義
　　　㏘2時40分
　　　福士（賢）
21日　西つがる学校保健会総会
　　　於鯵ヶ沢中央公民館
　　　金澤
22日　月例会
　　　於水天閣　㏘7時
　　　大戸、齋藤（雅）、齋藤（奈）、川村、平

田、金澤、鈴木、清藤、葛西
22日　舞戸小学校健診
 ～ 　金澤
23日　
23日　第140回都道府県歯科医師会会長会議
　　　於日歯会館　㏘1時
　　　福士（賢）
　　　技工士関係団体との打ち合わせ
　　　於日歯会館　㏘4時
　　　福士（賢）
24日　弘前歯科医師会総会
　　　於弘前歯科医師会館　㏘4時
　　　福士（賢）
26日　介護審査会
　　　於鯵ヶ沢町
　　　金澤
　　　森田中学校健診
　　　㏂9時
　　　下屋
28日　森田養護学校健診
　　　㏂9時20分
　　　葛西
29日　医療安全全国共同行動理事会
　　　㏘4時　Web会議
　　　福士（賢）
　　　青森県学校保健会
　　　於県庁
　　　金澤

むつ下北
9日　3歳児健診
　　　於下北文化会館
　　　高橋
14日　東通村乳幼児健診
　　　於東通村保健福祉センター
　　　荒蒔
　　　ハローベビー教室
　　　於下北文化会館
　　　桝田
　　　むつ下北学校保健会第1回代議員会
　　　於むつ来さまい館
　　　小田川（秀）上條（厚）髙瀨
15日　2歳児健診
　　　於下北文化会館
　　　石崎
17日　県歯第24回理事会
　　　於県歯会館
　　　粟佐
　　　第1回郡市歯科医師会会長連絡協議会
　　　於県歯会館
　　　粟佐、髙瀨
20日　1歳6ヶ月児健診
　　　於下北文化会館
　　　上條（厚）
21日　むつ市地域密着型サービス運営委員会
　　　於むつ市役所
　　　髙瀨
23日　5月例会 Zoom併用
　　　於事務所
　　　令和7年度臨時総会Zoom併用
　　　於事務所
26日　大間町乳幼児健診
　　　於大間町総合開発センター
　　　千代谷
28日　むつ市国民健康保険運営協議会
　　　於むつ市役所
　　　田中

　　　柏小学校、柏中学校健診
　　　大戸、川村、清藤
29日　鯵ヶ沢中学校健診
 ～ 　
30日　金澤
30日　高雄市牙醫師公會との交流会
 ～ 　福士（賢）
6月
1日
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上十三
１３日　東北町２歳６ヶ月児歯科健診
　　　於東北町保健福祉センター
　　　担当　沼山
２０日　十和田市３歳児歯科健診
　　　於十和田市保健センター
　　　担当　小川（富）
２１日　十和田市１歳６ヶ月児歯科健診
　　　於十和田市保健センター
　　　担当　浅原
　　　二十日会
　　　於三沢市すし処魚らく
　　　幹事　黒田（政）

二十日会

　　　北門会
　　　東北町一楽寿司
　　　幹事　上松
２２日　十和田市２歳児発達歯科健診
　　　於十和田市保健センター
　　　担当　高屋（大）
　　　十日会
　　　於十和田市天ぷらつぼ井
　　　幹事　佐々木（光）
２６日　三役会（Web）
２７日　東北町公立ぎんなん寮歯科健診
　　　於東北町公立ぎんなん寮
　　　担当　沼山

三戸郡
10日　地域保健委員会
　　　於県歯会館　㏘３時30分
　　　赤穂、稲村
17日　県歯理事会
　　　於県歯会館　㏘3時～
　　　赤穂、佐藤
　　　郡市歯科医師会会長連絡協議会
　　　於県歯会館　㏘5時
　　　赤穂
24日　社会保険委員会
　　　於県歯会館　㏘4時
　　　松尾（紘）
27日　フッ化物洗口研修会
　　　於南部町剣吉公民館ホール　㏘2時30分
　　　赤穂、稲村、佐藤、中村、船越（朋）、

松尾（紘）、松尾（將）、宮澤、山口、和
田

フッ化物洗口研修会

30日　高雄市牙醫師公會公式交流
　　　於八戸市内
　　　赤穂、稲村、小村（圭）、小村（徳）、佐

藤、松尾（紘）、船越（朋）
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　今年の「大人の休日俱楽部」のイメージ
キャラクターは竹野内豊‼キャッチコピー
は（大人はみんな旅の途中）。（竹野内豊と
一緒なら旅も又素敵だろうな）なんて妄想
を抱いたりして。人生を旅のようなものと
揶揄しているのであろうか。喜寿を迎えて
私は「旅の途中」ではなく最早、終着駅に
向かおうとしている。若い頃は異国の地に
憧れ海外へも出かけたものだが今はその体
力もない。もっぱら国内旅行だが旅行とは
名ばかりで年老いた伯母の元気な姿を見に
行くか、高校時代、大学時代の友に会いに
行く為で旅行と言える程のものではない。
　むつ市で暮らし五十二年。私の旅の終着
駅は、この地であろう。始発駅は大阪駅で
ある。昭和40年（当時私は高校生）大阪在
住だが訳あって毎年夏になると大阪駅17時
47分発の特急寝台車「日本海」で青森へ来
ていた。今は飛行機を利用すれば1時間30
分で青森、大阪間を行き来できるが「日本
海」は15時間を要した。青森駅着は翌日の
8時34分。車窓から眺めた夜明けの空と海
が、どんよりと暗く沈んでいて東北の地は
寂しい景色だなと思ったものである。住め
ば都と、よく言ったもので今はこのむつ下
北が気に入っているが老いてくると時々大
阪の地が懐かしくなる。大阪の風景、友達、
食べ物が恋しくなるのである。そのせいも
あり数年前から年に一回は大阪の地に行く
ことにしている。残念ながら遠方なので「大
人の休日俱楽部」は使わず、飛行機で一足
飛びである。伊丹空港に降りると私はすっ
かり関西人に戻って、むつで封印？してい
る関西弁で話し始めている。大学の同窓生
や高校時代の友達と関西弁で喋るのが、と
ても心地良いのだ。
　最近テレビ番組「プレバト‼」の影響も

あって俳句を少しかじり始めた。大学ノー
トを句帳がわりにして書いている。俳句は
へたでも書き手の心情が伝われば良いかな
なんて勝手に思っている。拙句を書きとめ
ているうちに関西弁の俳句があってもいい
のにと、ふと思って調べてみたら、ある、
ある‼いかにも関西らしい発想で面白いの
で掲載してみました。
　「モーニング
　　　 言うたらビール　新世界」

女のひとりごと

むつ下北歯科医師会　上條　厚子

　今年の2月に雪道で不覚にも転倒して腰
椎を骨折。幸いにも手術はしないで3週間
の入院で済んだ。大事を取って5月の同窓
会には出席しなかったが同窓生によると
年々出席者が減っているらしい。欠席の理
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夫を亡くした。病床の夫に「次に生まれて
きた時はもっと優しい人と結婚しいや」と
話しかけたら夫は「いや。お前がいい」と
言ってくれたと泣いていた。私も言われて
みたかったなぁ。その友も半年後の今では
泣いていたのが噓のように元気になり週に
英会話の日、朗読の日、バレエの日とレッ
スンに励んでいる。女は強し、大阪の女は、
もっと強し‼

由は「足腰が弱り遠出の外出ができない」
「体調がすぐれない」とのこと。寂しい限
りである。高校時代の友は9人。女子校だ
ったので女性ばかり。みんな子育てが昔の
こととなり時間に余裕が持てるようになっ
たので年に一度は会えるようにしている。
9人のうち4人が夫に先立たれているが、み
んな至って元気で大阪のオバちゃんパワー
全開である。会えば私も元気をもらって帰
る。その友のひとりが昨年の12月、肺癌で

歯科口腔保健に関する幅広い知識と

実践的診療技能を修得し、地域包括

医療・多職種連携に対応できる歯科

衛生士を養成!

口 腔 衛 生 学 科

  で最先端の歯科医療を学ぶ!

口腔衛生管理のスペシャリスト        を養成する

〒036-8102 青森県弘前市小比内3丁目18-1 Tel 0172-27-1001 Fax 0172-27-1023
［HP］h�ps://www.hirosakiuhw.jp/ ［E-mail］office@jyoto-gakuen.ac.jp

弘前
歯科衛生士

弘前医療福祉大学短期大学部

ホームページは

こちらから☛
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新入会員自己紹介

　会員の皆様はじめまして。2025年5月に弘前市に
て開業致しましたSAI デンタルクリニック 院長の
齋藤　道太と申します。この度は入会にあたり、こ
のような挨拶の機会を頂きありがとうございます。
　出身は岩手県で、岩手医科大学歯学部を卒業後、
福島県内のクリニックで修行を積み、ご縁がありこ
の青森の地で新たに開業する運びとなりました。
　何が得意という訳ではございませんが、患者様一
人ひとりに対して真摯に対応し、気持ちに寄り添っ

た治療を常に心掛けるよう努めます。
　また、青森県内の患者様の歯科分野への関心を高めるべく、様々尽力して
いく所存でございます。
　歯科医師としても社会人としても、まだまだ知識も経験も浅い若輩者では
ございますが、ご指導ご鞭撻の程何卒宜しくお願い申し上げます。
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▶古川　由美子先生、長い間、編集委員お疲

れ様でした。先生は本当に本や活字が大好き

なんだなぁといつも思っていました。編集委

員しか分からないと思いますが今後は、『行

く』探し頑張ります。別の委員会に移られて

も頑張ってください。

 （澤田　剛光）

▶10年間の青歯会報編集委員、最後の編集後

記となりました。歯科医師でいながら好きな

活字に囲まれたことは、私にとってかけがえ

のない時間でした。

　編集長はじめ委員の先生方、長尾印刷の鈴

木さん、県歯の藤田さん、そして読んでくだ

さった皆さまに心より感謝申し上げます。

　青歯会報は永久に不滅です !?

 （古川　由美子）

▶委員会は移動がある時期ですね。令和7年7

月号青歯会報をもって古川　由美子先生との

編集委員会が終わりました。

　寂しいです。これまで由美子先生の知識や

語彙力に助けられてきました。誤字や失敗も

許して・・・もらえるわけないですけれども。

　私は引き続き頑張ります。

 （黒田　政道）

▶古川先生には編集委員を引き受けてもらい、

その後長い間お世話になりました。コロナ禍

もあり最近はすっかりテレワークでしたが最

終回は来館してもらい記念撮影です、ご苦労

様でした。

 （木村　匡孝）

編集後記



　当組合は、組合員の相互扶助の精神に基づき、組合員のために必要な
共同事業を行い、もって組合員の自主的な経済活動を促進し、かつ、そ
の経済的地位の向上を図ることを目的として、下記商品の斡旋・取扱い
をしております。

①　総合火災共済、自動車事故費用共済、自動車事故総合保障プラン、
医療総合保障共済等（青森県火災共済協同組合）

②　生命保険の団体契約（富国生命相互会社）（東京海上日動あんしん
生命保険㈱）（SOMPOひまわり生命㈱）

③　損害保険の団体契約（㈱損害保険ジャパン：所得補償保険、傷害総
合保険、歯科医師賠償責任保険）

　（東京海上日動火災保険㈱：所得補償保険、がん保険、介護保険、火
災保険、自動車保険、ゴルファー保険）

④　警備保障の紹介（セコム㈱）
⑤　診療報酬明細書用紙の斡旋
　　県内歯科材料商に斡旋しておりますので、お取引のある材料商へご
注文下さい。

⑥　リサイクルトナーの斡旋　（㈱ワールドコミュニケーションズ）
⑦　デンタルローンの紹介（㈱アプラス）
⑧　医業経営支援活動業務（㈱リスクマネジメント・ラボラトリー）
⑨　車両買取サービスの斡旋（㈱ JCM）

　上記以外にも組合員の方々に随時商品等のご案内しております。

〇当組合では組合員を募っております
　青森県歯科医師会会員で歯科医業を行う事業者であり、組合の地区内
に診療所を有しているのであればご加入できます。
　ご加入の場合は、下記連絡先へお申し出いただき、所定の加入申込書
にご記入のうえ、出資金10,000円を添えて当組合にお申込み下さい。
　なお、出資金は当組合脱退時に返還となります。

　（担当：豊嶋）


